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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レーザー反応性溶剤系インク用のレーザーマスターバッチ濃縮物であって、
（ａ）少なくとも３８ｗｔ％の、レーザーに照射されると色が変化する１種または複数種
のレーザー反応性色素系、
（ｂ）１種または複数種の溶剤であって、少なくとも１種の前記溶剤が少なくとも３個の
炭素原子を有する直鎖アルコールである溶剤、
（ｃ）１種または複数種の樹脂、および
（ｄ）２００～８，０００ｇ／ｍｏｌの分子量を有するポリエチレングリコールまたはポ
リプロピレングリコール、および２００～２，０００ｇ／ｍｏｌの分子量を有するポリエ
チレングリコールまたはポリプロピレングリコールより選ばれる分散助剤
を含み、
　工業ニスと混合されてレーザー反応性溶剤系完成インクを形成する、
マスターバッチ濃縮物。
【請求項２】
　前記１種または複数種のレーザー反応性色素系が、オキシアニオン、カルボン酸塩また
は他の熱酸発生剤活性化発色剤、ロイコ染料、サーモクロミック色素、およびこれらの組
み合わせからなる群より選択される、請求項１に記載のマスターバッチ濃縮物。
【請求項３】
　前記オキシアニオンが、アンモニウムオクタモリブダートである、請求項２に記載のマ
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スターバッチ濃縮物。
【請求項４】
　前記カルボン酸塩が、ブロック化酸トリ－ｎ－ブチルアンモニウムボロジサリチラート
およびロイコ染料、ならびにこれらの組み合わせからなる群より選択される、請求項２に
記載のマスターバッチ濃縮物。
【請求項５】
　前記直鎖アルコールが、合計溶剤含量の少なくとも８０％を構成する、請求項１に記載
のマスターバッチ濃縮物。
【請求項６】
　前記直鎖アルコールが、ｎ－プロパノールである、請求項５に記載のマスターバッチ濃
縮物。
【請求項７】
　前記レーザー反応性色素系の合計量が、少なくとも３８ｗｔ％である、請求項１に記載
のマスターバッチ濃縮物。
【請求項８】
　前記レーザー反応性色素系が、１種または複数種のＩＲ熱吸収体をさらに含む、請求項
１に記載のマスターバッチ濃縮物。
【請求項９】
　接着促進剤、従来の着色剤（有機または無機色素および染料）、ろう、脱泡剤、安定剤
、シリコーン、レオロジー特性調整剤、および可塑剤からなる群から選択される１つまた
は複数の添加物をさらに備える、請求項１に記載のマスターバッチ濃縮物。
【請求項１０】
　前記接着促進剤が、ジルコニウムプロピオナートタイプ材料またはチタニウム錯体タイ
プ材料である、請求項９に記載のマスターバッチ濃縮物。
【請求項１１】
　前記樹脂が、０．１～５ｍｇＫＯＨ／ｇの酸価、１００～３５０ｍｇＫＯＨ／ｇのヒド
ロキシル価を有する、請求項１に記載のマスターバッチ濃縮物。
【請求項１２】
　レーザーマスターバッチ濃縮物を調製する方法であって、
　（ａ）少なくとも３８ｗｔ％の、レーザーに照射されると色が変化する１種または複数
種のレーザー反応性色素系、
　（ｂ）１種または複数種の溶剤であって、少なくとも１種の前記溶剤が、少なくとも３
個の炭素原子を有する直鎖アルコールである溶剤、
　（ｃ）１種または複数種の樹脂、および
（ｄ）２００～８，０００ｇ／ｍｏｌの分子量を有するポリエチレングリコールまたはポ
リプロピレングリコール、および２００～２，０００ｇ／ｍｏｌの分子量を有するポリエ
チレングリコールまたはポリプロピレングリコールより選ばれる分散助剤
を混合することを含み、
　前記レーザーマスターバッチ濃縮物が、工業ニスと混合されて、レーザー反応性溶剤系
完成インクを形成する、
方法。
【請求項１３】
　レーザー反応性溶剤系完成インクを調製する方法であって、請求項１～１１のいずれか
１項に記載のマスターバッチ濃縮物を工業ニスと混合し、レーザー反応性溶剤系完成イン
クを提供することを含む方法。
【請求項１４】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載のマスターバッチ濃縮物および工業ニスを含み、
前記インク中のマスターバッチ濃縮物の量が、９０ｗｔ％を超えない、レーザー反応性溶
剤系完成インク。
【請求項１５】
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　請求項１４に記載のインクにより形成される印刷物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、２０１２年６月２１日出願の米国特許仮出願第６１／６６２，６３６号、お
よび２０１３年１月１５日出願の米国特許仮出願第６１／７５２，５１０号の優先権を主
張する。これらの特許は、参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　発明の分野
　本発明は、レーザーイメージング基材、特に、主に包装産業で使われるフレキシブル基
材用のコーティング／インク組成物の製造のためのマスターバッチ濃縮物の配合に関する
。マスターバッチ濃縮物は、最終的なインクの物理的要求特性を得るために、種々の工業
ニスと単純に混合するだけでもよい。
【背景技術】
【０００３】
　レーザー感受性コーティング／インク濃縮物に関するほとんどの先行技術は、水系をベ
ースにしている。溶剤系が開示されている場合は、所望の性質を得るために個別配合が相
互に比較されており、レーザーマスターバッチ濃縮物系については、記載されていない。
【０００４】
　米国特許第８，１０５，５０６号には、多価金属のオキシアニオン、例えば、アンモニ
ウムオクタモリブダート（ＡＯＭ）、通常は高分子であるバインダー、および水またはエ
タノールなどの溶剤、ならびに、ＩＲ放射を吸収する導電性ポリマー、を含むコーティン
グ組成物が記載されている。また、発色剤および電子供与性染料前駆物質の添加が記載さ
れている。多くの別々の個別配合が挙げられている。
【０００５】
　米国特許第８，１０１，５４５号には、発色剤、有機金属化合物のアミン塩、バインダ
ー、溶剤、および追加の成分を含むコーティング組成物が記載されている。包括的リスト
が個別実施例と共に記載されている。
【０００６】
　米国特許第８，１０１，５４４号には、発色剤、カルボン酸の金属塩、バインダーおよ
び有機溶剤を含む組成物が記載されている。多くの個別バインダーが記載されており、別
々の実施例を形成している。
【０００７】
　米国特許第８，０４８，６０８Ｂ２号は、ＡＯＭ系インク配合への還元インジウムスズ
酸化物（ｒ－ＩＴＯ）の使用について記載している。ｒ－ＩＴＯは、非化学量論的化合物
であり、還元ＩＴＯは、ＮＩＲ吸収性を付与する。ファイバーレーザー反応性である個別
インク配合が記載されている。
【０００８】
　米国特許第７，４８５，４０３号は、どのようにオキシアニオン含有組成物を配合すれ
ば、ＣＯ2レーザーを使って効率的に画像形成可能であるソルベントコーティングを形成
できるかを記載している。記載されている主要化合物は、アンモニウムオクタモリブダー
ト（ＡＯＭ）である。
【０００９】
　米国特許第７，２７０，９１９号は、レーザーに暴露されると色が変わるモリブデンの
アミンを使った基材へのコーティングなどの基材上に画像を形成するプロセスについて記
載している。多くの個別インク配合が記載されている。
【００１０】
　生産ラインで生産される基材、特に、例として、紙、ボード、および高分子フィルムが
挙げられる包装産業用の基材は、通常、ロゴ、バーコード、使用期限、およびバッチ番号
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、などの情報がマークされる。
【００１１】
　従来、これらの基材へのマーキングは、種々の印刷技術、例えば、インクジェットおよ
び熱転写印刷により実現されてきた。
【００１２】
　これらの印刷技術が、次々と、レーザーマーキング（すなわち、「レーザーイメージン
グ」）により置換されている。理由は、このマーキング方法が、全体的経済性の観点から
安価であり、また、高速および無接触マーキングなどの性能上の利点を示すためである。
必要に応じ、別のロゴ、日付およびバッチ番号に容易に、迅速に変更できる。
【００１３】
　通常、マークされる基材は、レーザーマーキング可能な画像形成用パッチを備える。透
明な高分子フィルム状基材が画像形成される場合、これらのパッチは、フィルムを通して
上面から、または底面から画像形成できる。
【００１４】
　レーザーマスターバッチ濃縮物系の形成は、工業ニスをレーザーマスターバッチ濃縮物
とブレンドして、多くの異なる用途向きのレーザー反応性完成インクを素早く、簡単に生
成できる最終ユーザー（印刷業者、製造業者、など）にとって好都合であろう。最終ユー
ザーは、多数の異なる工業ニスから選択して、広い範囲の印刷用途に対して必要な性能特
性（接着、耐性、印刷性、など）を付与できる適応性を持つことになる。
【発明の概要】
【００１５】
　本発明は、
ａ．１種または複数種のレーザー反応性色素系、
ｂ．１種または複数種の溶剤であって、少なくとも１種の溶剤が、少なくとも３個の炭素
原子を有する高級直鎖アルコールである溶剤、および
ｃ．１種または複数種の樹脂、
を含み、
工業ニスと混合して、レーザー反応性溶剤系完成インクを形成できるレーザーマスターバ
ッチ濃縮物を提供する。
【００１６】
　また、本発明は、
ａ．１種または複数種のレーザー反応性色素系、
ｂ．１種または複数種の溶剤であって、少なくとも１種の溶剤が、少なくとも３個の炭素
原子を有する高級直鎖アルコールである溶剤、および
ｃ．１種または複数種の樹脂、
を混合することを含み、
工業ニスと混合して、レーザー反応性溶剤系完成インクを形成できるレーザーマスターバ
ッチ濃縮物を調製する方法を提供する。
【００１７】
　また、本発明は、マスターバッチ濃縮物を工業ニスと混合して最終溶剤系レーザー反応
性インクを与えることを含むレーザー反応性溶剤系完成インクを調製する方法を提供する
。
【００１８】
　また、本発明は、好ましくは、約２００～８，０００ｇ／ｍｏｌの分子量を有するポリ
エチレングリコール、またはポリプロピレングリコールの分散助剤としての新規使用を提
供する。
【００１９】
　また、本発明は、マスターバッチ濃縮物と工業ニスを含むレーザー反応性溶剤系インク
を提供する。
【００２０】
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　また、本発明は、マスターバッチ濃縮物と工業ニスから作られた溶剤系レーザー反応性
インクを含む印刷物品を提供する。
【００２１】
　本発明の他の目的と利点は、以下の説明と請求項から明らかとなろう。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　定義：
レーザーマスターバッチ濃縮物は、高ｗｔ％のレーザー反応性色素、好ましくは、少なく
とも３８ｗｔ％のレーザー反応性色素、より好ましくは、少なくとも４３ｗｔ％のレーザ
ー反応性色素、さらにより好ましくは、少なくとも４５ｗｔ％のレーザー反応性色素、お
よび最も好ましくは、少なくとも５０ｗｔ％のレーザー反応性色素を含む組成物として定
義できる。また、レーザーマスターバッチ濃縮物は、１種または複数種の溶剤および１種
または複数種の樹脂を含むであろう。通常、それ自体では印刷に適さないが、レーザーマ
スターバッチ濃縮物は、むしろ、完成インクを形成するための工業ニスとのブレンドに適
するであろう。
【００２３】
　工業ニスは、必要に応じ添加物を含む特定の樹脂の溶液、または溶剤中の複数の樹脂の
ブレンドとして定義でき、レーザーマスターバッチ濃縮物と混合して、最終ユーザーの顧
客の要求に適合するレーザー反応性完成インクを提供するのに適する。
【００２４】
　レーザー反応性色素系は、レーザーに照射されると色が変化する色素系として定義でき
る。種々の系が記載されている。好ましいレーザー反応性色素系の例は、オキシアニオン
、例えば、アンモニウムオクタモリブダート（ＡＯＭ）をベースにしたもの、ならびに、
発色剤／ロイコ染料およびカルボン酸の塩または他の熱酸発生剤をベースにしたものがあ
る。これらのすべては、適切なレーザーに照射されると色が変化する。さらに具体的なレ
ーザー反応性色素系の例には、下記に挙げるものが含まれるが、これらに限定されない。
【００２５】
　オキシアニオンレーザー反応性色素系－好ましいオキシアニオンは、アンモニウムオク
タモリブダート（ＡＯＭ－（ＮＨ4）4Ｍｏ8Ｏ26）である。レーザー反応性完成インク中
に認められるオキシアニオンタイプレーザー反応性色素の最大量は、通常、約３５～４０
ｗｔ％である。しかし、より典型的な範囲は、２７～３７ｗｔ％であろう。本発明では、
オキシアニオンタイプレーザーマスターバッチ濃縮物は、好ましくは、少なくとも４０ｗ
ｔ％のレーザー反応性色素、より好ましくは、少なくとも４５ｗｔ％のレーザー反応性色
素、および最も好ましくは、少なくとも５０ｗｔ％のレーザー反応性色素を含むであろう
。実施例に挙げたように、代表的な範囲は、３０～８０ｗｔ％であろう。ＡＯＭが好まし
いが、陽イオンは無変化のままで、オクタモリブダートの原子価の変化により色が変化す
るのであるから、他のオキシアニオンも同様に機能する。アンモニウムオクタモリブダー
トでは、アンモニウムが陽イオンで、陰イオンはオクタモリブダートである。非制限的オ
キシアニオンの例のリストには、モリブダート、タングスタート、または類似の遷移金属
化合物が含まれる。また、このような化合物には、ジ、ヘプタ、およびオクタモリブダー
トおよび、同様に類似のタングスタートが含まれる。非制限的カチオンの例のリストには
、アンモニウム、アルカリ、またはアルカリ土類金属が含まれる。
【００２６】
　カルボン酸塩ブロック化酸（または他の熱酸発生剤）レーザー反応性色素系－好ましい
のは、トリ－ｎ－ブチルアンモニウムボロジサリチラート－Ｃ26Ｈ36ＢＮＯ6、ロイコ染
料（例えば、２’－アニリノ－６’－［エチル（ｐ－トリル）アミノ］－３’－メチルス
ピロ［イソベンゾフラン－１（３Ｈ）、９’－［９Ｈ］キサンテン］－３－オン－Ｃ36Ｈ

30Ｎ2Ｏ3）である。他の例には、ペルガスクリプト染料（ＢＡＳＦ）が含まれる。ブロッ
ク化酸／ロイコ染料レーザー反応性完成インク中に認められるレーザー反応性色素の量は
、通常、２３～３５ｗｔ％であろう。本発明のカルボン酸塩タイプ（または他の熱酸発生
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剤）／ロイコ染料タイプマスターバッチ濃縮物は、好ましくは、少なくとも３８ｗｔ％の
レーザー反応性色素、より好ましくは、少なくとも４３ｗｔ％のレーザー反応性色素、最
も好ましくは、少なくとも４５ｗｔ％のレーザー反応性色素を含み、代表的な範囲は、３
５～５５ｗｔ％であろう。マスターバッチの実施例３と４は、これらの値を反映している
。
【００２７】
　オキシアニオンおよびカルボン酸塩ブロック化酸（または他の熱酸発生剤）レーザー反
応性色素系（上記したもの）は、赤外線熱吸収体、例えば、ｒ－ＩＴＯ（還元インジウム
スズ酸化物）、Ｉｒｉｏｔｅｃ８８００および８８２５（Ｍｅｒｃｋ）、などをさらに含
有する。
【００２８】
　すべてのレーザー反応性色素系は、ＣＯ2レーザーを照射されると色が変化するのが特
徴であるが、通常、ＩＲ吸収体を組み込んだ系のみがファイバーレーザーで色が変化する
。
【００２９】
　また、例えば、異なるレーザー反応性色素のブレンドを使うことにより、レーザーマス
ターバッチ濃縮物を製造することも可能であろう。ブレンドする場合には、レーザー反応
性色素の合計量は、好ましくは、少なくとも３８ｗｔ％のレーザー反応性色素、より好ま
しくは、少なくとも４３ｗｔ％のレーザー反応性色素、最も好ましくは、少なくとも４５
ｗｔ％のレーザー反応性色素である。
【００３０】
　上述のカルボン酸塩タイプレーザー反応性色素系は、通常、透明であると考えられてい
る。オキシアニオンタイプレーザー反応性色素系は、通常、白色インクを生成し、これは
レーザー処理により黒色に変わる。しかし、すべてのレーザー反応性色素系代替物は、レ
ーザー画像に対し全く劣化を与えずに着色できる。
【００３１】
　ロイコ染料材料のさらなる例は、先行技術で説明され、列挙されており、同様に組み込
んでマスターバッチ濃縮物を製造できる。このような系には、米国特許公開第２０１２／
００４５６２４Ａ１号、米国特許第８，１０１，５４５Ｂ２号、米国特許第８，１０１，
５４４号に記載されているものを含むが、これらに限定されない。これらの特許の概要に
ついては先行技術の項で説明で示している。
【００３２】
　高級鎖状アルコールは、３個以上の炭素原子を有するアルコールと定義できる。本発明
では、３個以上の炭素原子を有する高級直鎖アルコールが特に好ましい。
【００３３】
　レーザーマーキング技術で通常使われるレーザーのタイプの例には、ＣＯ2およびファ
イバーレーザーが含まれるが、これらに限定されない。
【００３４】
　本発明は、主に包装産業で使われるフレキシブル基材のレーザーイメージング用のコー
ティング／インク組成物の製造のための新規概念のマスターバッチ濃縮物配合に関する。
マスターバッチ濃縮物は、種々の工業ニスと単純に混合するだけで、最終的に必要な物理
学的性質を備えた完成インクを製造できる。
【００３５】
　また、本出願は、これらのマスターバッチ濃縮物中の分散剤としてのポリエチレングリ
コールおよびポリプロピレングリコールの新規使用、および従来の分散剤（例えば、Ｌｕ
ｂｒｉｚｏｌから入手できるＳｏｌｓｐｅｒｓｅシリーズ）に比べて得られる利益につい
て記載する。
【００３６】
　マスターバッチ濃縮物は、多くの工業ニスを混合して、種々の基材に適用できるレーザ
ーイメージング用および最終ユーザー用の完成コーティング／インク組成物を得ることが
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できる。出願の１つの主要対象領域は、主に包装産業で使われる高分子タイプなどのフレ
キシブル基材であろう。他の基材の一部のリストとしては、ガラス、紙、木、金属など、
またはレーザーイメージングインク感受性があると思われる任意の他の基材が含まれる。
【００３７】
　マスターバッチ濃縮物から作られるインクおよびコーティングは、フレキシブル包装産
業で通常使われる印刷技術、例えば、フレキソ印刷およびグラビア印刷により適用できる
。印刷産業で使われる従来の溶剤は、完成インクの配合に使用できる。また、本発明のマ
スターバッチ濃縮物の概念を使って作られるインクは、他の印刷プロセス（例えば、スク
リーン、リソ、デジタル、など）を使っても同様に適用できるであろう。本発明のマスタ
ーバッチ濃縮物を使って、完成溶剤系レーザー反応性インクを調製する場合、好ましくは
、インク配合物がマスターバッチ濃縮物の９０ｗｔ％以下、より好ましくは、８０ｗｔ％
以下のマスターバッチ濃縮物を含む。
【００３８】
　すべてのタイプのレーザー、例えば、ＣＯ2レーザー（９４００～１０６００ｎｍ）お
よびファイバーレーザー（１０６０～１６００ｎｍ）イメージングで使用するためのレー
ザー感受性インクが、本発明のマスターバッチ濃縮物を使って製造できる。
【００３９】
　溶剤系レーザー感受性印刷インクに対しては、マスターバッチ濃縮物が調製でき、その
後、種々の特性のインクを容易に作ることができる。以降で、マスターバッチ濃縮物の調
製について詳細に記載される。
【００４０】
　分散助剤（例えば、Ｓｏｌｓｐｅｒｓｅにより供給されるもの（これらに限定されない
）などの超分散剤）の添加により、粘度を低下させ、流動性を改善することにより分散を
改善でき、これにより粉砕時間を短縮できる。これらの超分散剤は印刷インクの分野、特
に、フレキシブル包装の分野で良く知られており、液体有機媒体中で改善された色素分散
を提供する。
【００４１】
　好ましい実施形態では、マスターバッチ濃縮物の製造中で分散助剤として良好な性質を
示すという理由から、２００～８，０００ｇ／ｍｏｌの範囲、より好ましくは、２００～
２，０００ｇ／ｍｏｌの範囲のＭｗを有するポリエチレングリコールが超分散剤として選
択される。これらの超分散剤の利益は、それらが分散が容易であり、より入手し易く、低
コストである点にある。上記と類似の分子量のポリプロピレングリコールも同様に使用可
能である。
【００４２】
　本発明のマスターバッチ濃縮物に使われる樹脂系は、より安定性を示す傾向のある低酸
価（０．１～５ｍｇＫＯＨ／ｇ）で、高ヒドロキシル価（１００～３５０ｍｇＫＯＨ／ｇ
）を有するのが好ましい。また、樹脂は、好ましくは、８０～１２０℃のガラス転移温度
（Ｔｇ）を有する。これは、マスターバッチ濃縮物の良好な粉砕を可能とするのを支援す
る。これらの特性を有する樹脂の例は、Ｔｅｇｏ　ＶａｒｉＰｌｕｓ　ＳＫ（登録商標）
（ケトンポリオール）、Ｌａｒｏｐａｌ（登録商標）Ｋ８０　＆　Ｋ１７１７ＨＭＰ（ポ
リケトン）、およびＬａｒｏｐａｌ（登録商標）Ａ８１（アルデヒド）であるが、これら
に限定されない。他の使用可能な樹脂には、限定されないが、フマル酸／ロジン付加物、
マレイン酸変性ロジン、マレイン酸／ロジンエステルが含まれる。これらの商品の商標は
、Ｐｅｎｔａｌｙｎ（登録商標）、Ｕｎｉｒｅｚ（登録商標）、などである。
【００４３】
　上述の物理学的性質を有する樹脂は、本発明のマスターバッチ濃縮物の作製に使われる
色素を安定化するのを支援できる。
【００４４】
　好ましい実施形態では、高級鎖状アルコール（少なくとも３個の炭素原子を有するもの
）、より好ましくは、高級直鎖アルコールを使うことにより、低級鎖状アルコールおよび
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他の溶剤の使用に比べて、マスターバッチ濃縮物中でのレーザー反応性色素系の分散が改
善されることが明らかになった。特に好ましいのは、Ｃ3高級直鎖アルコールであり、ｎ
－プロパノールが格別に好ましい材料である。
【００４５】
　多量の低級鎖状アルコール（Ｃ1およびＣ2アルコール、例えば、エタノール、メタノー
ル）が使われる場合、レーザー反応性色素系のマスターバッチ濃縮物中への分散に困難を
生ずる場合がある。従って、低級鎖状アルコールは、最大でも１０ｗｔ％、より好ましく
は、最大でも５ｗｔ％に維持されるのが好ましく、また、マスターバッチ濃縮物配合から
完全に除去されるのが最も好ましい。
【００４６】
　他の溶剤（すなわち、高級鎖状直鎖アルコールと定義されないもの、例えば、グリコー
ルエーテル、アセタート、アルコールまたはエチルラクタート）も同様に、本発明のマス
ターバッチ濃縮物に使用可能である。しかし、このような溶剤の使用は、最大でも１０ｗ
ｔ％、より好ましくは、最大でも５ｗｔ％に維持されるのが好ましく、また、マスターバ
ッチ濃縮物配合から完全に除去されるのが最も好ましいであろう。
【００４７】
　マスターバッチ濃縮物が調製されるとすぐに、他のタイプの溶剤、例えば、低級鎖状ア
ルコール、または最終ユーザーの完成インク製品に適合する実質的に任意の他の溶剤を、
希釈と粘度調整用として組み合わせて、または適切な場合は、単一の溶剤として使用でき
る。
【００４８】
　マスターバッチ濃縮物手法を使って、すべてのレーザー、特に、ＣＯ2およびファイバ
ーレーザーに感受性のあるインクを提供できる。
【００４９】
　本発明のマスターバッチ濃縮物を使ってレーザー反応性完成インクを作る方法は、必要
に応じマスターバッチ濃縮物を適切な工業ニスと混合できるインク製造者またはインク使
用者（印刷業者）により利用できる。完成インクを製造するためにマスターバッチ濃縮物
方式を使用する場合、粉砕の必要な材料は、マスターバッチ濃縮物の製造の間に予備粉砕
されるのが好ましく、その結果、良く混合するだけで充分であるのが好ましい。種々の基
材、例えば、紙／ボードおよび種々の高分子フィルム状への印刷を行う場合、このことは
、使用上のさらなる容易さと汎用性を使用者に与える。高分子フィルムに印刷する場合に
推奨される接着促進剤系については、以降で記載される。
【００５０】
　レーザー反応性色素系の他に、本発明のマスターバッチ濃縮物またはマスターバッチ濃
縮物から作られる完成インクは、従来の着色剤と混合することにより着色できる。これら
の着色剤は、カラーコンセントレート、水洗色素、液体染料、粉末、などとして混合でき
る。適切な着色剤には、限定されないが、有機または無機色素および染料が含まれる。染
料には、限定されないが、アゾ染料、アントラキノン染料、キサンテン染料、アジン染料
、これらの組み合わせ、などが含まれる。有機色素は、例えば、色素黄色番号１２、１３
、１４、１７、７４、８３、１１４、１２６、１２７、１７４、１８８；色素赤色番号２
、２２、２３、４８：１、４８：２、５２、５２：１、５３、５７：１、１１２、１２２
、１６６、１７０、１８４、２０２、２６６、２６９；色素オレンジ色番号５、１６、３
４、３６；色素青色番号１５、１５：３、１５：４；色素紫色番号３、２３、２７；およ
び／または色素緑色番号７、などの１種の色素または色素の組み合わせ、であってもよい
。無機色素は、酸化鉄、二酸化チタン、酸化クロム、フェロシアン化アンモニウム第二鉄
、酸化第二鉄黒、色素黒色番号７および／または色素白色番号６と７、の非制限的色素の
内の１種であってもよい。また、他の有機および無機色素および染料、ならびに、所望の
色を実現できる組み合わせも使用可能である。使用に際しては、従来の着色剤を比較的少
量（例えば、１０ｗｔ％未満、より好ましくは、５ｗｔ％未満の量）で混合するのが好ま
しい。
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【００５１】
　マスターバッチ濃縮物またはマスターバッチ濃縮物から作られた完成インクで接着促進
剤を使うことができる。これらは、下記でさらに詳細に記載される。ほとんどの印刷イン
クと同様に、ろう、アンモニア、脱泡剤、分散剤、安定剤、シリコーン、レオロジー特性
調整剤、可塑剤、などの他の添加物を単独でまたは組み合わせて採用可能であるが、これ
らに限定されない。
【００５２】
　前に考察したように、マスターバッチ濃縮物がインクに使われ、その後、ファイバーレ
ーザーにより画像形成される場合、通常行われているように、赤外線熱吸収体を配合中に
混合できる。実施例では、還元インジウムスズ酸化物（ｒ－ＩＴＯ）を示しているが、Ｉ
Ｒ吸収体はこれに限定されず、多くの例が先行技術で列挙されている。他のＩＲ吸収体に
は、Ｉｒｉｏｔｅｃ８８００および８８２５（Ｍｅｒｃｋ）、ならびにＢａｙｔｒｏｎＰ
　（ＨＣ　Ｓｔａｒｃｋ）がある。
【００５３】
　ＩＲ熱吸収体をさらに含むレーザー反応性色素系に対しては、レーザーとして、ファイ
バーレーザーが指定されている場合、これらのマスターバッチ濃縮物から生成されたイン
クは、同様にＣＯ2レーザーを使っても画像形成できることに留意されたい。これらの場
合でのレーザーＣＯ2の最適設定は、ＩＲ熱吸収体なしの場合にレーザー反応性色素系で
使われる設定とは異なってもよい。
【００５４】
　本発明のマスターバッチ濃縮物から完成インクを作る場合、さらなる粉砕の必要もなく
、ただ良く混合するだけで充分であるのが好ましい。
【００５５】
　フィルムまたは「フィルム状基材」上に、完成レーザー画像形成可能な印刷用インクを
製造する場合、接着促進剤の添加が好ましい。フィルムの例には、限定されないが、高分
子包装フィルム（例えば、ＯＰＰ－配向ポリプロピレン、ポリエチレン、ＰＥＴ、ポリエ
ステル、など）および被覆、および／または処理高分子包装フィルム（例えば、アクリル
、ＰＶＤＣ、アルミニウム（Ａｌｏｘ）、シリコーン酸化物（Ｓｉｌｏｘ）、ニトロセル
ロース材料およびその様々なコーティングなどで被覆された、または処理されたもの）が
含まれる。
【００５６】
　使用時には、接着促進剤は、マスターバッチ濃縮物が工業ニスとブレンドされて完成イ
ンクを形成するときに添加されるのが好ましいが、接着促進剤は、マスターバッチ濃縮物
に直接混合することもできる。完成インクが紙／ボード上に印刷される場合には、接着促
進剤が必要とされない場合がある。１つの好ましい種類の接着促進剤は、ジルコニウムプ
ロピオナート系のものである。理由は、これらの材料が特定のレーザー反応性色素系に基
づく湿式インクの望ましくない色の変化を減らすか、または除くのを支援できるためであ
る。
【００５７】
　別の好ましい種類の接着促進剤は、安定剤を含む、および含まない場合のチタニウム錯
体をベースにしたものである。チタニウム系接着促進剤の例には、限定されないが、Ｄｕ
ＰｏｎｔのＴｙｚｏｒ（登録商標）シリーズ、Ｊｏｈｎｓｏｎ　ＭａｔｔｈｅｙのＶｅｒ
ｔｅｃ（登録商標）シリーズ、ＢｏｒｉｃａのＴｙｔａｎ（登録商標）シリーズ、が含ま
れる。加える接着促進剤の好ましい量は、０．５ｗｔ％～２５ｗｔ％の範囲である。
【００５８】
　本発明は、上述の２種の接着促進剤に限定されないことは理解されよう。熟練配合者な
ら、通常接着促進剤として使われる広範囲の材料から自由に選択できるであろう。
【００５９】
　多くの完成インク系、例えば、フレキソ印刷またはグラビア印刷によりフレキシブル包
装に使われるインク系は、マスターバッチ濃縮物からこの方法で作ることができる。
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【００６０】
　また、本発明のマスターバッチ濃縮物は、サーモクロミック色素、好ましくは、非可逆
的サーモクロミック色素を含んでもよい。使用される溶剤は、特定のサーモクロミック色
素特性により決定される。溶剤系インクに適する一連のサーモクロミック色素は、例えば
、Ｌａｗｒｅｎｃｅ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｌｔｄ（ＵＫ）から入手できる。
【００６１】
　以下の実施例１～４は、マスターバッチ濃縮物のいくつかの種類を示すが、本発明は、
これらの配合に限定されない。当業者なら、多くの他の種類が可能であり、これらも本発
明の範囲内に入ることを容易に分かるであろう。マスターバッチ濃縮物の実施例は、特定
の設備を使って分散されているが、他の代表的分散設備（例えば、３本ロールミル、ビー
ズミル、高剪断ミキサー、など）も使用できることは理解されよう。それぞれの実施例を
１０ミクロン以下に設定の好ましい粉砕仕様に従って分散した。
【００６２】
　実施例１－レーザー反応性色素系１－ＣＯ2レーザー画像用マスターバッチ濃縮物

【表１】

表１は、工業ニスとブレンドして、好ましくは、ＣＯ2レーザーで使用するためのレーザ
ー反応性完成インクを提供するマスターバッチ濃縮物の実施例を示す。右端の「代表的ｗ
ｔ％範囲」の名称の列は、実施例１の種類を得るために使用できる材料に対する一般的範
囲を例示することを意図している。実施例１では、レーザー反応性色素系は、高剪断ミキ
サー（例えば、Ｓｉｌｖｅｒｓｏｎ）または他の代表的粉砕設備を使って分散できる。
【００６３】
　実施例２－系２－ファイバーレーザー画像用のマスターバッチ濃縮物
【表２】

表２は、工業ニスとブレンドして、好ましくは、ファイバーレーザーで使用するためのレ
ーザー反応性完成インクを提供するマスターバッチ濃縮物の実施例を示す。右端の「代表
的ｗｔ％範囲」の名称の列は、実施例２の種類を得るために使用できる材料に対する一般
的範囲を例示することを意図している。例えば、実施例２では、レーザー反応性色素系は
、高剪断ミキサー（例えば、Ｓｉｌｖｅｒｓｏｎ）または他の代表的粉砕設備を使って分
散できる。
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【００６４】
　実施例３－系３－ＣＯ2レーザー画像用マスターバッチ濃縮物
【表３】

表３は、工業ニスとブレンドして、好ましくは、ＣＯ2レーザーで使用するためのレーザ
ー反応性完成インクを提供するマスターバッチ濃縮物の実施例を示す。右端の「代表的ｗ
ｔ％範囲」の名称の列は、実施例３の種類を得るために使用できる材料に対する一般的範
囲を例示することを意図している。実施例３は、Ｅｉｇｅｒ－Ｔｏｒｒａｎｃｅ　５０ｍ
ｌ容量ビーズミルを使って粉砕することにより作製されるのが好ましい。他の粉砕設備も
同様に使用できる。
【００６５】
　実施例４－系４－ファイバーレーザー画像用マスターバッチ濃縮物

【表４】

表４は、工業ニスとブレンドして、好ましくは、ファイバーレーザーで使用するためのレ
ーザー反応性完成インクを提供するマスターバッチ濃縮物の実施例を示す。右端の「代表
的ｗｔ％範囲」の名称の列は、実施例４の種類を得るために使用できる材料に対する一般
的範囲を例示することを意図している。実施例４は、Ｅｉｇｅｒ－Ｔｏｒｒａｎｃｅ　５
０ｍｌ容量ビーズミルを使って粉砕することにより作製されるのが好ましい。他の粉砕設
備も同様に使用できる。
【００６６】
　次の実施例５および６は、本発明のマスターバッチ濃縮物を工業ニスとブレンドするこ
とにより作られる代表的レーザー反応性完成インクを示す。しかし、本発明は、これらの
配合に限定されない。当業者なら、多くの他の種類が可能であり、これらも本発明の範囲
内に入ることを容易に分かるであろう。
【００６７】
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　実施例５－レーザー反応性完成インク配合
【表５】

表５は、本発明のマスターバッチ濃縮物を工業ニスとブレンドすることにより作られたレ
ーザー反応性完成インクの実施例を示す。右端の「代表的ｗｔ％範囲」の名称の列は、実
施例５の種類を得るために使用できる材料に対する一般的範囲を例示することを意図して
いる。
【００６８】
　実施例６－レーザー反応性完成インク配合

【表６】

表６は、本発明のマスターバッチ濃縮物を工業ニスとブレンドすることにより作られたレ
ーザー反応性完成インクの実施例を示す。右端の「代表的ｗｔ％範囲」の名称の列は、実
施例６の種類を得るために使用できる材料に対する一般的範囲を例示することを意図して
いる。実施例６では、所望の色を得るために濃縮物の添加により着色剤／白色色素が加え
られた。着色剤および／または白色色素は、好ましくは、分散前濃縮物として、または混
合により完成インク中に分散できる、粉砕の必要性のない形態で混合される。しかし、そ
れらの添加により粉砕が必要となる着色剤を混合し、その後、インクをさらに粉砕にかけ
ることも可能である。
【００６９】
　マスターバッチ濃縮物手法で製造されたすべてのインクは、適切なレーザーによりレー
ザー処理され、必要な画像を形成できる。前に記載のように、ファイバーレーザー用に作
られたインクも、ＣＯ2レーザーを使って同様にレーザー画像を形成でき、逆もまた同じ
である。
【００７０】
　表７は、本発明のマスターバッチ濃縮物を種々の工業ニスとブレンドすることにより作
製できるレーザー反応性完成インクのタイプの部分リストを示すために作られた実施例７
～１６を示す。しかしこのリストは、決して網羅的なものではない。マスターバッチ濃縮
物と相溶性のあるいずれのニスも利用でき、目的の最終ユーザーのインクまたはコーティ
ングの用途に依存する。
【００７１】
　実施例７～１６－レーザー反応性完成インク配合
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【表７】

表７のインクは、１４０＃アニロックスローラ／ブルーラバーローラーの２ヒットを使っ
て包装産業で使われる代表的基材に印刷した。
【００７２】
　印刷評価および試験方法
表７のレーザー反応性完成インクは、上述のように印刷され、種々の最終ユーザー用途へ
の適合性を示すために一連の耐性試験に供された。試験結果を表７に示す。製品の耐性の
評価に使った試験方法は、以下の通りである。
【００７３】
　テープ接着―粘着テープ（Ｓｃａｐａ　ｔａｐｅ―参照番号：１１１２）をインクの校
正刷の上面に貼り付け、その後、引き剥がす。インク除去のレベルを評価する。フィルム
に対してのみ評価した。
【００７４】
　スクラッチ耐性―校正刷の印刷面を上にして硬表面上に置き、人差し指の爪の背側で表
面を引っ掻いた。印刷は、インク除去のレベルで評価される。
【００７５】
　しわ試験―校正刷の両側を親指と人差し指で掴み、両手を約１インチ離して、２０サイ
クルにわたり激しく回転させて、印刷物で繰り返される屈曲を模擬する。印刷表面に対す
るインク除去および／または損傷のレベルを評価する。フィルムに対する試験のみ行った
。
【００７６】
　ＳＡＴＲＡ乾式摩耗耐性－ＳＡＴＲＡ摩耗試験機（モデルＳＴＭ４６１）を使って、指
定負荷（１．８Ｋｇ）下で乾式フェルトパッド（２５ｍｍＯＤ）を印刷の表面上で全１０
０サイクル回転させる。印刷のインク除去、および／または、表面損傷の徴候を検査する
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。
【００７７】
　ＳＡＴＲＡ湿式摩耗耐性―水浸漬フェルトパッドをＳＡＴＲＡ　ＳＴＭ４６１試験機回
転スピンドルの下に置く。３０サイクルを行い、印刷のインク除去状態をチェックする。
【００７８】
　ＳＡＴＲＡオイル摩耗耐性―乾式フェルトパッドの下に数滴の植物油を置いたこと以外
は湿式摩耗と同じ。
【００７９】
　本発明を、好ましい実施形態を含めて、詳細に記載してきた。しかし、当業者なら、本
開示を考慮すれば、本発明の範囲と趣旨の範囲内に入る本発明に関する修正、および／ま
たは、改善を行うことができることを理解するであろう。本発明の実施態様の一部を以下
の項目［１］－［２９］に記載する。
［１］
　レーザー反応性溶剤系インク用のレーザーマスターバッチ濃縮物であって、
（ａ）１種または複数種のレーザー反応性色素系、
（ｂ）１種または複数種の溶剤であって、少なくとも１種の前記溶剤が少なくとも３個の
炭素原子を有する高級直鎖アルコールである溶剤、および
（ｃ）１種または複数種の樹脂
を含み、
　工業ニスと混合されてレーザー反応性溶剤系完成インクを形成する、
マスターバッチ濃縮物。
［２］
　前記レーザー反応性色素系が、オキシアニオン、カルボン酸塩または他の熱酸発生剤活
性化発色剤、ロイコ染料、およびサーモクロミック色素、またはこれらの組み合わせから
なる群より選択される、項目１に記載のマスターバッチ濃縮物。
［３］
　前記オキシアニオンが、アンモニウムオクタモリブダートである、項目２に記載のマス
ターバッチ濃縮物。
［４］
　前記カルボン酸塩が、ブロック化酸トリ－ｎ－ブチルアンモニウムボロジサリチラート
およびロイコ染料、ならびにこれらの組み合わせからなる群より選択される、項目２に記
載のマスターバッチ濃縮物。
［５］
　高級直鎖アルコールが、合計溶剤含量の少なくとも８０％を構成する、項目１に記載の
マスターバッチ濃縮物。
［６］
　高級直鎖アルコールが、合計溶剤含量の少なくとも９０％を構成する、項目１に記載の
マスターバッチ濃縮物。
［７］
　前記高級直鎖アルコールが、ｎ－プロパノールである、項目５または６に記載のマスタ
ーバッチ濃縮物。
［８］
　前記レーザー反応性色素の合計量が、少なくとも３８ｗｔ％である、項目１に記載のマ
スターバッチ濃縮物。
［９］
　前記レーザー反応性色素の合計量が、少なくとも４３ｗｔ％である、項目１に記載のマ
スターバッチ濃縮物。
［１０］
　前記レーザー反応性色素の合計量が、少なくとも４５ｗｔ％である、項目１に記載のマ
スターバッチ濃縮物。
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［１１］
　前記レーザー反応性色素の合計量が、少なくとも５０ｗｔ％である、項目１に記載のマ
スターバッチ濃縮物。
［１２］
　前記レーザー反応性色素の合計量が、少なくとも５５ｗｔ％である、項目１に記載のマ
スターバッチ濃縮物。
［１３］
　前記レーザー色素系が、１種または複数種のＩＲ熱吸収体をさらに含む、項目１に記載
のマスターバッチ濃縮物。
［１４］
　前記ＩＲ吸収体が、還元インジウムスズ酸化物である、項目１３に記載のマスターバッ
チ濃縮物。
［１５］
　分散助剤をさらに含む項目１に記載のマスターバッチ濃縮物。
［１６］
　前記分散助剤が、約２００～８，０００ｇ／ｍｏｌの分子量を有するポリエチレングリ
コールまたはポリプロピレングリコールである、項目１５に記載のマスターバッチ濃縮物
。
［１７］
　前記分散助剤が、約２００～２，０００ｇ／ｍｏｌの分子量を有するポリエチレングリ
コールまたはポリプロピレングリコールである、項目１５に記載のマスターバッチ濃縮物
。
［１８］
　接着促進剤、従来の着色剤（有機または無機色素および染料）、ろう、脱泡剤、安定剤
、シリコーン、レオロジー特性調整剤、および可塑剤から選択される１つまたは複数の添
加物をさらに備える、項目１に記載のマスターバッチ濃縮物。
［１９］
　前記接着促進剤が、ジルコニウムプロピオナートタイプ材料またはチタニウム錯体タイ
プ材料である、項目１８に記載のマスターバッチ濃縮物。
［２０］
　前記樹脂が、０．１～５ｍｇＫＯＨ／ｇの酸価、１００～３５０ｍｇＫＯＨ／ｇのヒド
ロキシル価、および８０～１２０℃のガラス転移温度を有する、項目１に記載のマスター
バッチ濃縮物。
［２１］
　レーザーマスターバッチ濃縮物を調製する方法であって、
　（ａ）１種または複数種のレーザー反応性色素系、
　（ｂ）１種または複数種の溶剤であって、少なくとも１種の前記溶剤が、少なくとも３
個の炭素原子を有する高級直鎖アルコールである溶剤、および
　（ｃ）１種または複数種の樹脂
を混合することを含み、
　前記レーザーマスターバッチ濃縮物が、工業ニスと混合されて、レーザー反応性溶剤系
完成インクを形成できる、
方法。
［２２］
　前記レーザー反応性色素系が、オキシアニオン、カルボン酸塩または他の熱酸発生剤活
性化発色剤、ロイコ染料、および非可逆的サーモクロミック色素からなる群より選択され
る、項目２１に記載の方法。
［２３］
　高級直鎖アルコールが、ｎ－プロパノールである、項目２１に記載の方法。
［２４］
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　完成レーザー反応性溶剤系インクを調製する方法であって、項目１に記載のマスターバ
ッチ濃縮物を工業ニスと混合し、完成溶剤系レーザー反応性インクを提供することを含む
方法。
［２５］
　請求項１に記載のマスターバッチ濃縮物および工業ニスを含むレーザー反応性溶剤系イ
ンク。
［２６］
　前記インク中のマスターバッチ濃縮物の量が、９０ｗｔ％を超えない、項目２５に記載
の反応性溶剤系インク。
［２７］
　前記インク中のマスターバッチ濃縮物の量が、８０ｗｔ％を超えない、項目２５に記載
の反応性溶剤系インク。
［２８］
　前記インク中のマスターバッチ濃縮物の量が、７０ｗｔ％を超えない、項目２５に記載
の反応性溶剤系インク。
［２９］
　項目２４に記載のインクを含む印刷物品。
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